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※イベントの内容・時間は予告なく変更になる場合がございます。　※雨天の場合も、屋台村・特産品村出店、プレミアム付き商品券販売を行います。

9：00～10：00

10：00～10：15

10：20～10：50

10：55～11：45

11：50～12：20

12：40～13：20

13：25～14：05

14：10～14：40

14：45～15：15

15：20～15：30

金時オープニングパレード

式典（開会、挨拶、来賓紹介、表彰、万歳三唱）

ウェルカム演奏

バルーンアートショー

みんなで踊ろう！きんとくんサンバ

ふるさと総踊り

ドラえもんショー

なのはなファミリー　コンサート

金時太鼓

マジックショー

ドラえもんショー

金時餅投げ

勝央中学校吹奏楽部

野村昌子（FuwaFuwa）

町内保育園児

勝央音頭保存会

なのはなファミリー

勝央金時太鼓保存会

DBSHOW!!!!

を販売します！

SHOW! OH! WAVE!

インフルエンザ予防接種

接種助成が始まります

新型コロナウイルスワクチン予防接種

定期接種が始まります

■問　健康福祉部　☎38-7102

■問　健康福祉部　☎38-7102

　毎年秋から冬にかけてインフルエンザが流行します。10月からインフルエンザの予防接種助成が始ま

りますので、早めに受けるようにしましょう。

　10月から新型コロナウイルスの定期予防接種が始まります。

インフルエンザ予防接種 小児インフルエンザ予防接種

10月１日㈬～令和８年３月31日㈫ 助成期間 10月１日㈬～令和８年３月31日㈫

・接種時に満65歳以上の人
・令和７年度末までに満60歳から64歳にな

り、主治医が該当すると認めた人
助成対象

町内に住所を有し、満１歳から満18歳に達
する日以降の最初の３月31日までの人

県内・県外問わず個別の医療機関で接種可能
※県外の医療機関で接種する場合は後日償還

払いが可能です。申請の際は、領収書・接
種済証・印かんをご持参のうえ、総合保健
福祉センターへお越しください。

助成対応
医療機関

（要予約）

勝田郡・美作市・津山市の医療機関
■助成回数
　助成実施期間内に１人２回限り
※ただし、満13歳以上の人は１回が限度で

す。

接種金額（自己負担金額）1,700円
※生活保護世帯の人は無料（接種を行う前ま

でに健康福祉部へお申し込みください。無
料券を発行します）

金　　額

助成額（※接種金額ではありません）1,000円
※健康福祉部での手続きは不要です。1,000

円差し引かれた金額が医療機関の窓口で請
求されます。

助成期間 10月１日㈬～令和８年３月31日㈫

定期接種
対 象 者

・接種時に満65歳以上の人
・60～65歳未満の人で、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極

度に制限される程度の障害を有する人およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に
日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する人

接種場所 県内・県外問わず個別の医療機関で接種できます。

金　　額

接種金額（自己負担額）2,000円
※生活保護世帯の人は無料（接種を行う前までに健康福祉部へお申し込みください。無料

券を発行します）
※県外の医療機関で接種する場合は後日償還払いが可能です。申請の際は、領収書・接種

済証・印かんをご持参のうえ、総合保健福祉センターへお越しください。

備　　考

・接種券の発行はありません。
・定期接種対象者以外の人は、任意接種として全額自費で接種することもできます。
・ワクチンの接種は、接種希望の医療機関に直接予約をしてください。
・接種するワクチンの種類は、医療機関で異なりますので、医療機関に直接お問い合わせ

ください。

news

お知らせ

news

お知らせ
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■勝央町振興計画及び元気なまち総合戦略の策定

状況について

　６月20日、第１回総合戦略会議を開催。次期

総合戦略の方向性や国が掲げる「地方創生2.0」、

人口減少や考慮すべき社会課題といった点を共

有。重点的に取り組むべき柱について協議を行っ

た。７月３日、公募町民４人を含む14人による

町民会議を開催し、世代や立場を超えて幅広い意

見を収集した。７月28日には、中高生９人が参

加するワークショップを実施。将来の町を担う若

い世代からの前向きな提案があり、計画に新たな

視点を加える成果となった。町民アンケート調査

を活かし、今後の計画の基礎資料として活用する。

　今後、町民会議は、第２回を９月に第３回を

10月に予定している。総合戦略会議は、第２回

を11月に開催し、重要施策の方向性や数値目標

について検討を深める。振興計画審議会は、第２

回を10月に、第３回を12月に開催し、これまで

の議論や町民意見を踏まえ、計画案をより具体化

していく。

　審議会や会議での協議に加え、町民アンケート

やワークショップで得られた町民の声を十分に反

映し、来年度以降のまちづくりの指針となる計画

をまとめ上げる。

■勝間田保育園新築・開園について

　移転新築を進めていた勝間田保育園の新園舎

は、令和７年７月に完成し８月17日に落成式と

内覧会を開催した。内覧会では、園児や保護者を

はじめ多くの地域住民にも新園舎をお披露目する

ことができた。現在と変わらず200人の定員で保

育室12部屋、プレイルーム２部屋、屋外プール

などを配している。明るい園舎になるよう採光に

配慮した設計としたほか、１階中央に「プレイロッ

ト」と呼ばれる広い遊び場を設け、特に３歳未満

の園児が安心して遊べる空間を確保した。

　９月１日に新園舎での保育を開始し、明るい新

しい園舎で毎日園児たちが笑顔で過ごしている。

　地元住民の皆様には、長期間ご理解ご協力いた

だいたことへの感謝と、今後の未来を担う子ども

たちの健やかな育ちを見守っていただくようお願

い申し上げたい。

■第３の居場所づくり事業

　旧勝間田保育園園舎は、すべての子どもの幸せ

を守る「こども未来センター（仮称）」として、

Ｂ＆Ｇ財団と内閣府の資金面での支援も受けて補

修・改修工事に着手し、令和８年４月に開設する

予定。こども未来センターは、学校でも家庭でも

ない「第３の居場所」としての役割のほか、乳幼

児親子の居場所「子育て広場」や乳幼児に関する

事業・相談、不登校・ひきこもり・ニートをサポー

トする「子ども・若者サポートネット事業」も兼

ね備え、子育て支援の拠点として機能していく計

画としている。

　地元住民の皆さまには引き続きご迷惑をおかけ

するが、ご理解ご協力をお願いしたい。

■森の芸術祭への取り組みについて

　「森の芸術祭　晴れの国　岡山」は岡山県北部

の12市町村を舞台に令和６年秋に58日間にわた

り、12の国・地域から42組43人のアーティスト

を迎え、５市町村（津山・新見・真庭・鏡野・奈

義）の21会場にアート作品を展示し、開催され

た。来場者数は、当初想定の25万人の倍以上と

なる約52万人となり、アートを通じて県北部の

魅力を国内外に広く発信し、盛況のうちに閉幕を

迎えた。令和７年３月の実行委員会で令和９年に

次回の森の芸術祭開催が決定し、勝央町はアート

作品設置希望を出している。８月21日には長谷

川祐子アートディレクターが来町され、勝央美術

文学館、勝央ふるさとミュージアム、ファーマー

ズ・マーケット ノースヴィレッジを視察された。

設置場所はアートディレクターの意向によるため

未定だが、森の芸術祭の開催に併せた連携イベン

ト（街道祭など）も開催を検討し、本町の観光振

興を図りたい。

行 政 報 告

　令和７年勝央町議会第３回定例会が９月５日か

ら９月11日までの７日間の会期で開かれました。

　町長の行政報告に続いて、契約案件１件・条例

案件６件・令和７年度補正予算８件が上程され、

原案のとおり可決されました。また、令和６年度

の決算認定に関する10議案が一括上程され、各

常任委員会に付託されました。

議会報告

令和７年勝央町議会第３回定例会
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健全化判断比率と資金不足比率の公表
　地方公共団体の財政の健全化に関する法

律に基づき、令和６年度決算に係る健全化

判断比率等を公表します。

　勝央町の比率は、国の基準である早期健

全化基準・経営健全化基準を下回っている

状況です。

【指標の説明】

実質赤字比率

市町村の一般会計等に生じ

ている赤字の大きさを、財

政規模に対する割合で表し

たものです。

連結実質赤字比率

市町村の全ての会計に生じ

ている赤字の大きさを、財

政規模に対する割合で表し

たものです。

実質公債費比率

市町村の借入金の返済額

（公債費）の大きさを、財

政規模に対する割合で表し

たものです。

将来負担比率

市町村の借入金など将来負

担すべき負債の大きさを、

財政規模に対する割合で表

したものです。

資金不足比率

下水道などの公営企業の資

金不足を指標化し、経営状

態の悪化の度合いを示すも

のです。

１　健全化判断比率

区　　分
勝央町の

比率
早期健全化基準
（国の基準）

① 実 質 赤 字 比 率 「−」※ 15.0

② 連結実質赤字比率 「−」※ 20.0

③ 実質公債費比率 11.8 25.0

④ 将 来 負 担 比 率 5.8 350.0

※①②とも黒字で、赤字比率は算定されないた
め、「−」表示にしています。

２　資金不足比率

区　　　分
勝央町の

比率
経営健全化基準
（国の基準）

水 道 事 業 会 計 「−」※ 20.0

下 水 道 事 業 会 計 「−」※ 20.0

※いずれの会計も黒字で、資金不足比率は算定
されないため、「−」表示にしています。
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令和８年度

町内保育園新入園児を募集します
■問　こども未来室　☎38-1192

　令和８年度の町内各保育園の入園児を募集します。勝間田・高取地区に居住の乳幼児は、勝間田また

は高取保育園のどちらか希望の保育園への入園を基本とし、植月・吉野・古吉野地区に居住の乳幼児は、

住所地区の保育園への入園を基本とします。

　令和２年４月２日以降生まれの乳幼児

※０歳児は入園日において、生後７カ月に達した

乳児を入園対象とし、０歳児保育は勝間田・古

吉野・高取保育園のみの実施となります。

・保育標準時間…７：00～18：00

・保 育 短 時 間…８：30～16：30

・教育標準時間…８：30～13：00

※５園とも19時まで延長保育が利用できます。

（有料）

　11月17日㈪、18日㈫、19日㈬の３日間
※原則、入園申請書類配布日に参加した保育園に

提出してください。

◆　入園対象児　◆

◆　保育時間　◆

◆　申請書提出日　◆

・町内に住所を有していること。

・１カ月に48時間以上労働することを常態としていること（教育標準時間を利用する場合は、労働に関

しては該当しません）、出産（予定）日の属する月を含めた前後２カ月ずつの合計５カ月の間である

こと、同居または入院をしている親族の介護や看病をしていることなどの「保育の必要性の認定基準」

に合致していること。

保育園名 募集定員 対象地区 問い合わせ

勝間田 200人
(うち０歳児は９人まで) 勝間田・畑屋・東吉田・小矢田・黒土

岡・平・黒坂・福吉・為本

☎38-2179

高　取 120人
(うち０歳児は６人まで) ☎38-2655

植　月 70人 植月東・植月中・植月北 ☎38-2366

吉　野 45人 豊久田・田井・美野・曽井・上香山 ☎38-5025

古吉野 45人
(うち０歳児は３人まで) 河原・石生・下町川 ☎38-2838

申請状況によっては、他の保育園に変更または入園をお断りする場合があります。

◆　入園の条件　◆

※勝間田・高取地区は勝間田または高取保育園
のどちらか希望の園に、植月・吉野・古吉野
地区は住所地区の保育園へ行ってください。
ただし、０歳児は勝間田・古吉野・高取保育
園のうち、希望する保育園へ行ってください。

　入園申込書などの必要書類を配布します。詳
しくは各保育園におたずねください。

対象児 入園申請書類の配布時間

０・１歳児 13：15～13：35

２～５歳児 13：35～13：55

対象児 入園申請書類の配布時間

１～５歳児 13：15～13：35

対象児 入園申請書類の配布時間

０～５歳児 13：15～13：35

勝間田・高取保育園

植月・吉野保育園　　

古吉野保育園

11月４日㈫
入園申請書類配布日

news

お知らせ

個人情報保護のため、

ホームページ上では掲載しておりません。

懐かしの校歌を「デジタル岡山大百科」で公開中
■問　勝央図書館　☎38-0250

　閉校した４校を含めた７つの町立小中学校の校歌を、歌詞や楽譜とともに岡山県立図

書館電子図書館「デジタル岡山大百科」で公開しています。

　郷土学習や同窓会などの交流の場で、ご活用ください。（無料公開・登録不要）

☆岡山県立図書館のホームページから検索できます。

（画像引用：岡山県立図書館ホームページより）

岡山県立図書館ホームページ

校歌一覧 校歌一覧−１ 勝央町立小学校または勝央町立中学校

デジタル岡山大百科 校　　歌

➡ ➡

➡➡

デジタル岡山大百科

news

お知らせ
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満１歳になるお子さんです。

笑 顔

１歳のお誕生日

　　　　おめでとう♪

　元気に大きくなってね！



　友好協定を結ぶモンゴル国ウブルハンガイ県と
の今後の交流を協議するため９月１日、町の「勝
央モンゴル交流協会」の理事と事務局がウブルハ
ンガイ県を訪問しました。
　これは、コロナ禍以降互いの交流が減少したこ
とから、今後の交流の方針などを話し合うため、
実施されたものです。
　当日は、午前中に町が平成９年に資金援助を行
い建設されたメルゲド学校の入学式に招待されま
した。その後、校長と面会し学校で日本語を学ぶ
生徒と日本の学生との交流について意見交換を行
いました。
　午後は、ウブルハンガイ県庁でプレウドルジ県
知事や県幹部職員との協議を行い、学生を中心と
した若年世代のオンラインを含めた交流を強化す

　今年度、第１回と
なる「星空観賞会」
が ８ 月23日、 勝 央
町公民館で行われま
した。
　これは、町の教育
委員会が星空（宇宙）
の学習を通して、子
どもたちの「好奇心」をかき立て、「冒険」への
憧れや何事に対してもチャレンジする姿勢を身に
付けてもらおうと毎年企画しているもので、７組
の親子連れ（19人）が参加しました。
　講師には、小川創さん（津山アストロクラブ）
を迎え、宇宙や天体に関する講話や宇宙船の工作
などを実施しました。
　当日はあいにくの曇り空だったため、予定して
いた大型望遠鏡を使った星空の観賞はできません
でしたが、参加者は壮大な宇宙に思いをはせなが
ら、工作などを楽しんでいました。
　次回の開催は12月13日㈯。参加募集は11月中
に実施される予定です。

壮大な宇宙へ思いをはせながら

友好協定を今後も深める

公民館で「星空観賞会」

モンゴル国ウブルハンガイ県訪問事業

▲県庁で行われた協議のようす

▲ユニークな「宇宙船」が
たくさん出来上がりました

ることや経済的な面の交流を深める可能性も模索
することを互いに確認しました。
　ウブルハンガイ県の主要都市の一つであるカラ
コルムは、現在のモンゴル国の首都であるウラン
バートルからの首都移転が計画されており、さら
なる経済発展が期待されています。

　８月29日、80歳以上で20本以上自分の歯を
保っている元気な町民を称える「8020達成者表
彰」が保健福祉センターで行われました。これは
厚生労働省と日本歯科医師会が1989年から開始
した8020（ハチマルニイマル）運動に合わせ町
で毎年実施しているもので、歯とお口の健康を通
して元気な老後を支援するものです。
　勝央町でも80歳以上で自分の歯が20本以上あ
る人を表彰しており、今年は２名が受賞されまし
た。この日は、歯科衛生士によるチェックと相談
も受けていただきました。
　甘いものをあまり食べない、食事ごとに歯間ブ
ラシを必ずす
る、歯科健診
を定期的に受
診するなど、
歯の健康に気
を付けている
ことが受賞に
つながりまし
た。

いつまでも元気な歯を

8020達成者表彰

▲校内には勝央町関連の掲示も多数

▲日本語クラスの生徒とも交流を行った

▲左から達成者の田淵和子さん、植月勝葊さん

　

「
令
和
７
年
度
勝
央
中
学

校
体
育
会
」
が
９
月
６
日
、

勝
央
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ

絶
好
の
体
育
会
日
和
。
生
徒

ら
は
精
一
杯
競
技
や
演
技
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
勝
覇
笑
響
戦
～

勝
覇
し
て
笑
顔
の
響
く
戦
い

に
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

笑
顔
が
輝
く
、
青
春
が
詰

ま
っ
た
素
晴
ら
し
い
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は

３
年
生
を
中
心
に
練
習
を
重

ね
た
「
ロ
ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
」

が
披
露
さ
れ
、
圧
巻
の
演
技

で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

勝
かっ

覇
ぱ

笑
え

響
び

戦
せん

！　勝央中学校　体育会

2025.10月号 82025.10月号9



募
集

お知らせのページ

役場への電話・メール
総務部（☎38−3111）
　soumu

@town.shoo.okayama.jp

産業建設部
　農業・林業・農業委員会

（☎38−3112）
　sangyou

@town.shoo.okayama.jp
　土木・都市計画

（☎38−3113）
　kensetsu

@town.shoo.okayama.jp

税務住民部
　税　　務（☎38−3114）
　zeimu

@town.shoo.okayama.jp
　国　　保（☎38−3115）
　iryou

@town.shoo.okayama.jp
　戸籍・年金（☎38−3116）
　choumin

@town.shoo.okayama.jp

健康福祉部（☎38−7102）
　福　祉
　fukushi

@town.shoo.okayama.jp
　保健・環境
　kankyouhoken

@town.shoo.okayama.jp

こども未来室（☎38−1192）

上下水道部（☎38−3117）
　上　水
　suidou

@town.shoo.okayama.jp
　下　水
　gesuidou

@town.shoo.okayama.jp

出納室（☎38−1751）
　suitou

@town.shoo.okayama.jp

教育委員会 教育振興部
　学校教育（☎38−1752）
　gakuji

@town.shoo.okayama.jp

　社会教育（☎38−1753）
　syakaikyouiku

@town.shoo.okayama.jp

議会事務局（☎38−1754）
　gikai@town.shoo.okayama.jp

勝央町メール配信
サービス（防災・
行政情報など）
※最初に空メールを送信

　10月13日㈪は休日でごみ収集をお休みするた
め、15日㈬に振替収集を行います。
　適切な分別を行い、可燃ごみの減量にご協力く
ださい。
　なお、ごみは各地区の決まった時間内にそれぞ
れの収集場所に出してください。
▶問い合わせ先
　健康福祉部　☎38−7102

ごみ分別アプリ
「さんあ～る」

※
日
程
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

※
天
候
に
応
じ
て
、
実
施
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
中
止

の
場
合
は
、
防
災
無
線
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
金
時
健
幸
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

で
す
。

※
集
合
場
所
が
分
か
ら
な
い
人

は
、
公
民
館
に
８
時
15
分
ま
で

に
各
自
、
車
で
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
が
先
導
し
て

ご
案
内
し
ま
す
。

▼
主　

催

　

勝
央
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会

▼
後　

援

　

い
き
い
き
金
太
郎
健
康
の
郷
づ

く
り
推
進
会
議

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
部

　

☎
38
―
７
１
０
２

※
託
児
を
先
着
５
名
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
集
い

参
加
者
募
集

▼
日　

時

　

10
月
25
日
㈯

　

８
時
45
分

▼
集
合
場
所

　

塩
手
池
駐
車
場

（
津
山
市
市
場
１
７
６
）

▼
コ
ー
ス

　

塩
手
池
周
辺
を
散
策
し
ま
す
。

（
約
５
㎞
／
２
時
間
程
度
）

▼
持
参
物

　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
思
い
出
（
ス
タ
ン
プ
を

押
し
ま
す
）、
雨
模
様
の
場
合

は
雨
具
、
カ
メ
ラ
を
お
持
ち
の

人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費

　

保
険
料
50
円

▼
そ
の
他

・
検
温
や
体
調
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
当
日
、
受
付
で
よ
り
詳
し
い

コ
ー
ス
図
を
お
渡
し
し
ま
す
。

・
親
子
連
れ
の
ご
参
加
も
大
歓
迎

で
す
。

勝
央
町
職
員

採
用
試
験（
第
２
回
）の
ご
案
内

　

勝
央
町
で
は
、
令
和
８
年
度
採

用
の
職
員
を
次
の
日
程
で
募
集
し

ま
す
。
募
集
す
る
職
種
や
受
験
資

格
、
試
験
科
目
な
ど
の
詳
細
は
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二
次
元
コ
ー

ド
）
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

10
月
１
日
㈬
～
28
日
㈫

（
閉
庁
日
を
除
く
）

▼
一
次
試
験
日

　

11
月
８
日
㈯

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
部

　

☎
38
―
３
１
１
１

子
育
て
講
座
参
加
者
募
集
の

お
知
ら
せ

北
部
高
等
技
術
専
門
校
美
作
校

訓
練
生
募
集

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
募
集
！

　

子
育
て
・
孫
育
て
中
の
人
、
子

育
て
に
関
心
を
お
持
ち
の
人
、
す

で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の

人
、
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
今
回
は
小
児
科
医
の
視
点
か

ら
、
子
ど
も
の
成
長
発
達
に
役
立

つ
お
話
が
聞
け
ま
す
。

▼
日　

時

　

10
月
８
日
㈬

　

10
時
～
11
時
30
分

▼
場　

所

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
ホ
ー
ル

▼
テ
ー
マ

　

子
ど
も
の
発
達
と
生
活
習
慣

▼
講　

師

　

小
児
科
医　

木
林
京
子
先
生

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
未
来
室

　

☎
38
ー
１
１
９
２

▼
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ク
初
級
科

（
11
月
開
講
・
西
大
寺
会
場
）

▼
募
集
期
間

　

10
月
29
日
㈬
ま
で

▼
訓
練
実
施
場
所

　

岡
山
商
工
会
議
所
西
大
寺
支
所

▼
訓
練
期
間

　

11
月
21
日
㈮
～

令
和
８
年
２
月
19
日
㈭

▼
応
募
資
格

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の
受
講
指

示
、
受
講
推
薦
が
受
け
ら
れ
る

人
▼
定　

員

　

12
人

▼
受
講
料

　

無
料

　

（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負

担
）

▼
応
募
方
法

　

住
所
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
相
談
の
う
え
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門

校
美
作
校

　

☎
72
ー
０
４
５
３

　

教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
「
英

語
で
あ
そ
ぼ
う
！
し
ょ
う
お
う
Ｋ

ごみ収集のお知らせ

お
知
ら
せ

　

上
下
水
道
部
の
事
務
所
が
小
矢

田
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
役
場
庁

舎
内
へ
移
転
し
ま
し
た
。
ご
利
用

の
際
は
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
新
事
務
所

　

勝
央
町
役
場
本
庁
舎
２
階

（
勝
間
田
２
０
１
）

　

☎
38
―
３
１
１
７（
変
更
な
し
）

　

「
行
政
相
談
月
間
」
は
、
総
務

省
が
行
政
相
談
制
度
を
広
く
国
民

の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

勝
央
町
で
は
、
こ
の
月
間
行
事

の
一
環
と
し
て
、
行
政
相
談
所
を

次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

▼
相
談
日
時

　

10
月
９
日
㈭

　

10
時
～
15
時

　

（
心
配
ご
と
相
談
と
併
せ
て
開

設
）

▼
場　

所

　

役
場
２
階
会
議
室

上
下
水
道
部
事
務
所
の

移
転
に
つ
い
て

９
月
・
10
月
の
２
カ
月
間
は

「
行
政
相
談
月
間
」
で
す

ｉ
ｄ
ｓ
」
で
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
国
籍
や
年
齢
を

問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
同
士
の

交
流
や
異
文
化
体
験
を
目
的
に
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

10
月
に
開
催
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
旧
出
雲
街
道
沿

い
で
、
仮
装
し
た
参
加
者
に
よ
る

「
ト
リ
ッ
ク　

オ
ア　

ト
リ
ー
ト
」

ラ
リ
ー
を
実
施
予
定
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
仮
装
を

し
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日　

時

　

10
月
19
日
㈰

　

10
時
～

▼
場　

所

　

公
民
館
に
集
合
。
そ
の
後
歩
い

て
旧
出
雲
街
道
沿
い
に
移
動
し

ま
す
。

▼
参
加
費

　

１
人
３
０
０
円
（
お
菓
子
代
）

▼
対
象
者

　

年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※
昨
年
度
の
よ
う
す
な
ど
詳
し
く

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会

　

☎
38
ー
１
７
５
３

▼
行
政
相
談
委
員

　

岸
本　

收
正

　

大
谷　

文
子

※
な
お
、
総
務
省
岡
山
行
政
監
視

行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年

間
を
通
じ
て
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

▼
行
政
苦
情
１
１
０
番

　

☎
０
８
６
ー２

２
４
ー
１
１
０
０

　勝央町では令和７年度の「二十歳の集い」を
下記のとおり行います。
▶日　時
　令和８（2026）年１月11日㈰
　10：00～
▶会　場
　勝央文化ホール
▶対象者
　平成17年４月２日～同18年4月1日の間に生

まれた人

▶開催案内
・住所が町内の人

→本年11月中旬に開催案内が送付されます。
・住所が町外の人

→勝央町出身で現住所が町外にある人、もし
くは町内勤務者で、勝央町二十歳の集いに
参加をご希望の人は、教育委員会にお問い
合わせください。

▶問い合わせ先
　教育委員会　☎38−1753

令和７年度「勝央町二十歳の集い」のお知らせ

岡
山
県
民
手
帳
の

購
入
受
付
に
つ
い
て

　

２
０
２
６
年
版
岡
山
県
民
手
帳

が
発
行
さ
れ
ま
す
。
購
入
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
役
場
総
務
部
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

県
民
手
帳
は
一
般
書
店
で
も
販
売

さ
れ
ま
す
。

▼
価　

格

　

１
冊
７
７
０
円
（
税
込
）

▼
申
込
期
限

　

11
月
14
日
㈮

※
価
格
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
お
渡
し
は
、
12
月
１
日
㈪
以
降

と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
部

　

☎
38
―
３
１
１
１
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◆◇◆◇◆ 各種無料相談のお知らせ ◆◇◆◇◆
　勝央町や近隣で開催される各種無料相談です。予約が必要な場合もありますので、詳しくはお問い合
わせください。

相談の種類 内　　　　　　容
問い合わせ

予約 日　　程 時　　間 相談場所

心配ごと相談
日常生活における【法律】（相続・土地売買などのもめごとなど）、【行政】（行
政についての苦情、相談など）、【人権】（人権侵害など）、【福祉】（生活保護、
高齢者など福祉全般）の各分野の相談 税務住民部

38−3116
不要

（法律相談は要予約）
10/9㈭ 10：00～12：00

13：00～15：00 役場2階会議室

消費者相談 相談員による消費生活全般に関する相談
税務住民部
38−3116

要 10/21㈫ 10：00～12：00
13：00～15：00 消費者相談窓口（役場税務住民部）

結婚相談
結婚支援員による相談受付
対象：結婚を希望する独身男女またはその家族
※随時相談を受け付けてますので希望の日時をお伝えください。 総務部

38−3111

要 随時 役場会議室

　

８
月
号
に
引
き
続
き
、
困
っ
て
い

る
人
を
手
助
け
す
る
た
め
の
手
話
を

紹
介
し
ま
す
。

（
一
財
）
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
発
行

『
わ
た
し
た
ち
の
手
話　

学
習
辞
典
Ⅰ
』

h
ttp

s://jfd
.sh

o
p

-p
ro

.jp
/

「けが」「助ける」
手
話
で
は
な
そ
う
！

両手人差指の指先で交互
に頬を切るしぐさをす
る。

左手の立てた親指の背を
右手掌で前に押し出すよ
うに2回たたく。

▶全国地域安全運動
　みんなでつくろう安心の街として、地域安全活動の強化や相互間の
連携の一層の緊密化を図るため、毎年10月11日から20日までの10
日間は「全国地域安全運動」の期間と定められています。

▶全国地域安全運動の取り組み
　子どもと女性の犯罪被害防止、特殊詐欺・SNS型投資・ロマンス詐
欺の被害防止、自転車盗難・万引きの被害防止などを重点としていま
す。

▶問い合わせ先
　総務部　☎38−3111
　soumu@town.shoo.okayama.jp

10月全国地域安全運動のお知らせ

特殊詐欺対策ページ

　

「
地
域
の
結
婚
を
増
や
す
た
め

に
親
世
代
が
で
き
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
一
般
社
団
法
人
日
本
婚

活
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会
代

表
理
事
の
大
橋
清
朗
氏
を
講
師
に

迎
え
、
現
代
の
若
年
層
の
結
婚
観

か
ら
親
世
代
が
で
き
る
こ
と
を
学

び
、
結
婚
支
援
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
ま
す
。

　

活
動
を
開
始
し
た
ば
か
り
の
自

主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
や
こ
れ

か
ら
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
考

え
て
い
る
地
域
の
代
表
な
ど
が
対

象
の
基
礎
編
の
研
修
で
す
。
防
災

士
の
資
格
を
取
得
し
、
こ
れ
か
ら

活
動
に
活
か
そ
う
と
す
る
人
に
も

お
す
す
め
の
内
容
で
す
。

▼
日　

時

　

10
月
11
日
㈯

　

13
時
～
16
時

▼
場　

所

　

津
山
総
合
福
祉
会
館
４
階

大
会
議
室

（
津
山
市
山
北
５
２
０
）

▼
研
修
の
内
容
と
対
象
者

・
災
害
時
の
地
区
の
活
動
、
避
難

所
運
営
な
ど

・
自
主
防
災
組
織
（
地
区
）
で
活

動
の
中
核
と
な
っ
て
い
く
人
、

防
災
士
の
人
な
ど

▼
申
込
方
法

・
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
で
申
し
込

み
・
メ
ー
ル
で
「
研
修
日
・
研
修

会
場
」「
氏
名
」「
住
所
」「
電

話
番
号
」「
町
へ
の
情
報
提
供

に
同
意
（
ま
た
は
不
同
意
）」

を
記
入
しn

p
o

m
in

k
e

n
@

g
m

a
il.co

m

へ
送
信

▼
締　

切

　

10
月
８
日
㈬

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
部

　

☎
38
―
３
１
１
１

　

岡
山
県
の
結
婚
支
援
シ
ス
テ
ム

「
お
か
や
ま
縁
結
び
ネ
ッ
ト
」
の

手
続
が
で
き
る
特
設
会
場
が
勝
央

町
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
常
設
の
３
セ
ン
タ
ー

　

今
年
は
、
５
年
に
１
度
の
国
勢

調
査
の
実
施
年
で
す
。
国
勢
調
査

は
、
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
最
も

重
要
な
統
計
調
査
で
、
日
本
に
住

ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象

に
、
普
段
住
ん
で
い
る
市
町
村
で

回
答
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府

県
、
市
区
町
村
の
行
政
の
基
礎
資

料
と
し
、社
会
福
祉
、雇
用
対
策
、

生
活
環
境
の
整
備
な
ど
幅
広
い
分

野
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

町
内
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日　

時

　

10
月
15
日
㈬

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場　

所

　

津
山
市
立
図
書
館
視
聴
覚
室

　

（
津
山
市
新
魚
町
17

ア
ル
ネ
・
津
山
4
階
） 

▼
対　

象

　

結
婚
支
援
者
や
独
身
者
の
親
な

ど
、
結
婚
支
援
に
関
心
の
あ
る

人
▼
定　

員

　

60
名

▼
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
締　

切

　

10
月
10
日
㈮

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

津
山
市
仕
事
・
移
住
支
援
室

　

☎
24
ー
３
６
３
３

▼
調
査
書
類
の
配
布

　

９
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
証
を

身
に
つ
け
た
調
査
員
が
各
ご
家

庭
を
訪
問
し
て
、
調
査
票
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
調
査
票
を
受

け
取
ら
れ
た
ら
、
案
内
に
従
っ

て
郵
送
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
不
在
の
場
合
は
、
郵
便
受
け

や
ド
ア
ポ
ス
ト
な
ど
に
入
れ
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
調
査
票
配
布
時
に
必
要
事
項
を

い
く
つ
か
ご
質
問
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
調
査
の
回
答

　

郵
送
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
回
答
期
限

　

10
月
８
日
㈬

※
10
月
17
日
㈮
を
過
ぎ
て
も
回
答

が
な
い
場
合
、
再
度
調
査
員
が

訪
問
し
調
査
票
を
回
収
、
も
し

く
は
回
答
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

結
婚
支
援
者
・

親
向
け
セ
ミ
ナ
ー

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の

お
知
ら
せ

「
お
か
や
ま
縁
結
び
ネ
ッ
ト
」

勝
央
町
特
設
会
場
開
設

令
和
７
年
国
勢
調
査
の

実
施
に
つ
い
て

（
岡
山
・
倉
敷
・
津
山
）
の
よ
う

に
登
録
や
閲
覧
し
て
お
相
手
探
し

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で

す
。　

　

ま
た
、
２
０
２
６
年
３
月
31
日

ま
で
、
入
会
登
録
料
（
１
万
円
／

２
年
間
）
が
無
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
日　

程

　

11
月
16
日
㈰

　

11
時
～
16
時
45
分

▼
場　

所

　

公
民
館

▼
定　

員

　

５
名
（
要
予
約
・
先
着
順
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

お
か
や
ま
出
会
い
・

結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
ー２

３
６
ー
０
８
０
２

し
、
予
算
額
を
上
回
っ
た
場

合
、
先
着
順
と
し
ま
す
。

▼
要
望
受
付
期
間

　

11
月
28
日
㈮

※
要
望
書
の
様
式
は
、
役
場
産
業

建
設
部
の
窓
口
に
て
お
渡
し
し

ま
す
。

▼
資
材
配
布
時
期

　

岡
山
県
と
の
事
業
調
整
の
都
合

上
、
資
材
配
布
時
期
は
、
令
和

８
年
秋
以
降
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
建
設
部

　

☎
38
ー
３
１
１
２

農
作
物
の
鳥
獣
被
害

対
策
事
業

　

令
和
８
年
度
鳥
獣
被
害
防
止
総

合
支
援
事
業
（
国
庫
事
業
）
と
し

て
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
野

生
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め

の
防
護
柵
設
置
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

　

集
落
ま
た
は
３
戸
以
上
の
農
家

な
ど
で
新
た
に
防
護
柵
を
設
置

す
る
も
の
の
う
ち
、
事
業
実
施

年
度
内
に
防
護
柵
の
設
置
が
完

了
す
る
も
の
。

▼
採
択
要
件

　

過
去
に
同
事
業
で
防
護
柵
を
設

置
し
た
農
地
で
は
な
い
も
の
。

　

本
事
業
を
行
う
こ
と
で
そ
れ
に

見
合
っ
た
成
果
が
得
ら
れ
る
と

見
込
ま
れ
る
も
の
。（
作
付
け

の
有
無
や
被
害
の
程
度
な
ど
に

よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
費
用
対
効

果
を
根
拠
と
す
る
）

▼
補
助
対
象
経
費

　

有
害
鳥
獣
の
侵
入
を
防
止
す
る

た
め
に
有
効
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
防
護
柵
（
電
気
柵
、
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
、
金
網
柵
）

の
資
材
購
入
に
要
す
る
経
費
。

※
資
材
は
一
括
購
入
す
る
た
め
、

既
に
購
入
し
た
防
護
柵
の
経
費

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
補
助
金
額

　

予
算
の
範
囲
内
で
資
材
費
相
当

分
を
定
額
補
助
し
ま
す
。
た
だ
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下 水 道 を
接続されている
皆 さ ん へ

手順1手順5

手順6

手順7

手順8

手順3

手順4

手順2

タキロン桝

トラップ桝

小口径桝

↑
堆積した油の
かたまり

排水経路の確認桝内清掃

清掃完了

水の流れを確認

フタを戻し、終了

桝内部の状況確認

堆積物除去

フタをすべて開ける

←
お
宅
の
排
水
設
備
は
、
大
丈
夫
で
す
か
？

適
正
に
使
用
し
て
快
適
生
活
を
！

下
水
道
へ
の
接
続
の
お
願
い

自
分
で
で
き
ま
す
!!
清
掃
・
点
検
!!

　
昭
和
55
年
に
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
40
年
以
上
が

経
過
し
、
町
が
設
置
し
た
施
設
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
町
で

は
、
汚
水
を
流
す
能
力
の
低
下
・
管
材
の
劣
化
に
よ
る
破
損
な
ど
が

起
こ
っ
て
い
る
た
め
調
査
を
行
い
、
緊
急
度
に
応
じ
て
修
繕
工
事
に

着
手
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
所
有
の
宅
地
内
の
排
水
設
備
に
つ
い
て
も
、
同
じ
状
況
が
起

こ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
宅
地
内
の
排
水
設
備
は
、
大
切
な
個
人
の
財
産
で
あ
る
と
と
も

に
、
自
己
責
任
で
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と
い
け
な
い

施
設
で
す
。

　
業
者
の
人
に
委
託
さ
れ
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
が
、
ご
自

身
で
簡
易
な
清
掃
・
点
検
が
で
き
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
実
施
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
今
回
は
、そ
の
方
法
を
掲
載
し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

下水道マスコットキャラクター「スイスイ」

　生活排水はどこを流れて下水

道本管（浄化槽）に流れている

か、確認しましょう。

　排水桝
ます

の上に荷物など重量物

を置いていませんか？フタが開

けられないと内部確認・清掃が

できません。もし置いていれば

移動しましょう。

　堆積物を取り除いた後に、水

道水などの流水で桝及び排水管

内部を洗い流しましょう。

　

下
水
道（
合
併
浄
化
槽
を
含
む
）

を
良
好
な
状
態
で
お
使
い
い
た
だ

く
た
め
に
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
揮
発

性
の
高
い
危
険
物
・
廃
油
（
食
用

油
含
む
）・
農
薬
・
重
金
属
・
土
砂
・

衣
類
・
布
・
木
く
ず
・
紙
お
む
つ
・

野
菜
く
ず
・
ペ
ッ
ト
の
糞
・
水
に

溶
け
に
く
い
不
織
布
・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
生
理
用
品
は
、
絶
対
に
流

さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
を
実
施
し
て
い

た
だ
く
と
、
下
水
道
（
合
併
浄
化

槽
を
含
む
）
を
使
用
さ
れ
る
人
口

が
増
加
し
、
河
川
の
水
質
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
３
月
末
現
在
で
下
水

道
（
合
併
浄
化
槽
を
含
む
）
を
使

用
さ
れ
て
い
る
人
口
は
、
町
全
体

　

こ
れ
ら
の
流
入
物
が
下
水
道
本

管
の
流
れ
を
悪
く
し
た
り
、
途
中

に
あ
る
ポ
ン
プ
に
詰
ま
っ
て
機
器

を
停
止
さ
せ
た
り
、
処
理
場
（
浄

化
槽
）
の
機
械
に
影
響
を
与
え
た

り
と
、
維
持
管
理
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
事
例
も
起
き
て
い
ま

す
。

　

勝
央
町
役
場
上
下
水
道
部
で
は

自
然
災
害
を
含
め
１
年
３
６
５
日

の
約
95
％
で
す
。

　

排
水
設
備
工
事
が
、
ま
だ
済
ん

で
な
い
ご
家
庭
の
皆
さ
ま
に
は
１

日
も
早
い
施
工
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

工
事
の
ご
相
談
は
、
勝
央
町
指

定
排
水
設
備
工
事
店
に
お
願
い
し

ま
す
。

昼
夜
を
問
わ
ず
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
に
理
解
を
し
て
い
た

だ
き
、「
適
正
な
使
用
」
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

　この時点で、桝及び管材の破

損の有無や水の流れを確認して

ください。桝に亀裂が入り壊れ

ている、下流の桝に流れてこな

い、極端に流れが遅い、本来接

続することのできない雨樋など

雨水の流入があるなど。

　長年、使用すれば必ず汚れは

つきますが、少量のうちに清掃

しましょう。

　

　製品や状況により異なりますが、桝内に樹木の根が入り込

む例もあります。また、乗用車などの乗り入れで桝を踏むた

めに破損の恐れがあるときは、保護（鉄）フタが必要な場合

もあります。

　ゴミなどが排水管内部に付着

していませんか？排水はスムー

ズに流れていますか？配管・桝

に破損はありませんか？

　ゴム手袋・マスクなどを着用

し、堆積物（トラップ桝内部の

油分・毛髪などがつきやすいの

で、特に早めに）を取り除き、

水分を切り、一般可燃ゴミとし

て捨ててください。
※排水管の破損や汚水の流れに異常を発見した場合は、指定
工事店へご相談ください。

　大きいフタ（タキロン桝）は、

手で開けられます。小さいフタ

（小口径桝）はマイナスドライ

バーなどをフタに差し込んで開

けます。

　長年、開けたことがないフタ

ほど開けにくくなっています。

無理に力をかけるとフタや桝本

体を傷つけることもありますの

で気をつけましょう。

▲異物が詰まり故障したポンプ
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　令和６年度分以前に未納がある人へは９月、令和７年度に未納がある人へは10月に、それぞれ納税催

告書を送付します。内容は、未納の税目及び期別、作成日時点での延滞金を含む滞納額、納期限です。（本

税完納後、延滞金のみとなっている期別は掲載していません）

　未納の期別が少ない人には、対象の納付書を同封します。分割納付履行中の人は、残高通知としてご

参照ください。

　滞納処分には、納税の督促、給与・預金などの財産調査、差押えなどのステップがあります。未納額

が高額となっていて一括納付が難しい場合は、納められない特段の理由がわかる資料をご準備いただ

き、徴税吏員が家計の聞き取りなど納税相談を受け付けます。

　分割納付による徴収猶予が可能なこともありますので、放置せず、ご相談ください。

①

督

促

　

納
期
限

②

催

告

　

③
財
産
調
査

④
差
押
え

　

⑤

換

価

　

（
公
売
・
取
立
）

滞
納
町
税

な
ど
に
充
当

町税の未納がある人へ催告状を送付します
■問　税務住民部（税務班）　☎38-3114

news

お知らせ

読んでみんちぇ〜

岡山しょうおうチャンネル
byしょうおう志援協会

☎２０−１８１１
（ホームページアドレス　http://shoo-shien.com/）

◆わがまち魅力発信隊in広島◆
　９月４日、今年も恒例、広島マツダスタジアムにて「わがまち魅力発信隊」として勝央町の魅力ある

面白商品を持ってＰＲ活動に参加してきました。

　勝央町の人気キャラ「きんとくん」グッズはもちろんのこと、町内の特産品を使って加工した商品や

名勝をデザインした「勝ち手拭い」など中でも今回、勝央町黒土で栽培されたジャガイモを使った「勝

ちポテチ（農家が作った手作りポテチ）」とジビエを使っての「焼きカレーパン」を持込み勝央町をアピー

ルしました。

　台風15号が接近する状況の中で降雨のため２度の試合中断、両チームのファンも屋根のない場所で

カッパを着たり傘を差したり楽器は雨に濡れて音も出ず、その光景に圧倒され私たち販売する側も声を

枯らしながら絞り出し何とかほとんどの商品を完売することができました。

　町内外で、これらの商品をみかけたらパワー全開、超ラッキー「勝」かもしれません。

　整骨院・接骨院で施術を受けた場合、国民健康保険や後期高齢者医療保険が使える場合と使えない場

合があります。健康保険は、治療を目的としたものであり、下記のような健康保険が使えない場合があ

りますので、負傷の原因は正確に伝えてください。

国民健康保険・後期高齢者医療の人へ

柔道整復師（整骨院・接骨院）のかかり方
■問　税務住民部（医療班）　☎38-3115

news

お知らせ

○ ×
　外傷性の骨折、脱臼、打撲及び捻挫な

ど（いわゆる肉ばなれを含む）

（例）

　日常生活やスポーツ中に転んで膝を

打ったり、足首をひねったりして、急に

痛みがでたとき

※骨折、脱臼については医師の同意が必

要です （応急処置を除く）

〇負傷原因を正確に伝える

　外傷性の負傷でない場合や、負傷原因が労働災害に該当する場合は、健康保険が使えません。

　また、交通事故の場合は、勝央町へ必ず連絡してください。

〇療養費支給申請書の内容をよく確認し、必ず自分で署名する

　療養費支給申請書は、「負傷原因、負傷名、日数、金額」などを確認し、署名または記名押印してください。

〇領収書は必ず受け取る

　領収書の無料発行が義務づけられています。

　領収書は ｢医療費控除｣ を受ける際にも必要になりますので大切に保管してください。 

◎ご注意ください

・審査の結果、保険が使えないと判断された場合、｢健康保険が使える」と説明を受け整骨院・接骨院を受

診されても、その治療費は、全額自己負担する必要があります。その場合は後日、整骨院・接骨院ま

たは保険者（勝央町または岡山県後期高齢者医療広域連合）から請求させていただくことになります。

・保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷などの治療中は、施術を受けても保険などの対象にな

りません。

※施術が長期にわたる場合、内科的要因も考えられますので、医師の診断を受けてください。

◎施術内容を照会することがあります

・整骨院や接骨院の施術を受けられた人に、負傷原因や施術日数などを確認させていただく場合があり

ますので、その際はご協力をお願いします。

（例）

・単なる肩こりや筋肉疲労

・神経痛、リウマチ、ヘルニアなど慢性

的な病気

・脳疾患の後遺症などの慢性病　

・スポーツなどの肉体疲労からの回復目

的

・労災保険が適用となる仕事中のケガ

・複数の施術所で、同じ部位の施術を受

けたとき　など

◆　保険が使える場合　◆

◆　柔道整復師にかかるとときは　◆

◆　保険が使えない場合　◆

　皆さんやご家族が、健康保険を使用して病気やケガの診療や施術を受けた場合、医療機関などに支

払われる医療費（保険者負担分）は、皆さんが毎月納めている保険料などによってまかなわれています。

　引き続き、適正な受診・施術を受けられるよう、よろしくお願いします。
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ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00（※入館は17：30まで）

ホームページ：http://museum.town.shoo.lg.jp

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：https://ilisod005.apsel.jp/shoo-lib/
休 館 日：10／1〜3・6・14・20・27〜31 休 館 日：10／1・6・14・20・23・27

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

【展示室】入場無料

・森神 KINTARO 田島征三 森と命とARTの世界
 （10月４日㊏～26日㊐）

【特別展示室】入場無料

・コレクション展vol.48
　郷土の画家シリーズ　素描と淡彩Ⅷ
 （10月４日㊏～26日㊐）
・小企画45 岡本経一没後15年
　岡本綺堂『青蛙堂鬼談』＋出版社 青蛙房展
 （10月４日㊏～26日㊐）

【町民ギャラリー１】入場無料

・第15回きんときコドモ絵画展
 （10月４日㊏～13日㊊㊗）
・第48回瀬戸内版画展 （10月17日㊎～26日㊐）

※最終日14：00まで

森神 KINTARO 田島征三 森と命とARTの世界
　昨年、「森の芸術祭　晴れの国・岡山」連携事
業PICK UP PROGRAMとして開催した特別展
「森神 KINTARO 田島征三 森と命とARTの世
界」。展覧会のために絵本作家 田島征三氏が描き
下ろした290×395㎝の大作１点と100号サイズ
の作品８点、そして、ライブペインティングの
200号サイズの作品２点を展示します。力強く、
エネルギーあふれる作品からは、金太郎（坂田公
時）の終焉の地と伝わるこの勝央の地で、千年の
眠りから覚めて「神」として復活した金太郎の生
きとし生けるものを慈しむやさしさに満ちたオー
ラを受け取ることができます。この機会をどうぞ
お見逃しなく！

◆開館時間の変更
　10月12日㈰は、第44回金時祭開催に伴い、開
館時間を８：00～16：00に変更します。

『ぼくの学校は世界中−家族4人で地球一周！

キャンピングカーで旅した1800日−』

　（雲野秀美　著／リチェンジ 星雲社）

　キャンピングカーで5
年・50カ国・12万㎞の
旅を達成した雲野ファミ
リーの愛と感動、学びに
あふれた、壮大な世界旅
の記録です。
　読めばきっと世界を見
てみたくなる。子どもと
過ごすかけがえのない今

が、もっと愛おしくなる。そして、やってみたい
ことを踏み出す勇気が湧いてくる１冊です。

一 般 書
・『マスカレード・ライフ』

　（東野圭吾　著／集英社）
・『宇宙用語図鑑−おもしろすぎる！−』
　（二間瀬敏史　著・中村俊宏　構成・

徳丸ゆう　イラスト／マガジンハウス）

児 童 書
・『おいしいをつくる

チョコレートのおしごと事典』
　（MOE編集部　編／白泉社）

◆ハロウィンイベント

▶期間　10月２日㈭～31日㈮
　本を借りてプレゼントをゲットしよう！さらに
仮装してきた人には雑誌の付録をプレゼント！
（付録はなくなり次第終了）
◆『貸出ランキングBEST5』特集

▶期間　10月28日㈫～11月９日㈰
◆リサイクルブックフェア

▶期間　11月１日㈯～３日㈪㈷
▶時間　10：15～18：00
　　　　※最終日は17：00まで
　保存期限切れの雑誌・新聞・電話帳・図書など
を無料でお持ち帰りいただけます。
※図書・雑誌は、各10冊まで。

出典：TOOLi

勝央町介護予防事業　めざせ！いきいき地域活動通信

緊急通報システム装置設置のご案内
Vol.93

　緊急通報システム装置は、「急に具合が悪くなり助けを呼びたいとき」や「健康に関する相談があると

き」に、24時間365日対応ができる緊急通報システム装置設置事業を行っています。

◆対象者

①おおむね65歳以上のひとり暮らし高齢者

②外出困難な重度の身体障害者（手帳２級以上の

者）でひとり暮らしの人

③おおむね65歳以上の高齢者のみ世帯でいずれ

か一方が寝たきりであり、または認知症などの

援護を要する人

※①～③以外の人でも家庭の状況などにより、対

象となる場合もあります。

◆利用料

　無料

◆その他

　緊急通報機器の設置には固定電話もしくはお持

ちの携帯電話が必要です。利用を希望される人、

詳しい内容について知りたい人は地域包括支援セ

ンターまで連絡ください。

【問い合わせ先】

　地域包括支援センター　☎38−3028

緊急通報装置本体・人感センサー・ペンダント

を自宅に設置 ①通報

⑥出動

④訪問して

状況を確認

◎緊急ボタン

　緊急ボタンを押すと情報センターに

　つながります

◎相談ボタン

　日常の健康相談もできます

システムの流れ

利用者宅 情報センター（委託業者）

【緊急通報装置本体】

【人感センサー】【ペンダント】

緊急ボタンがついた持

ち運び可能な発信機。

本体を経由して情報セ

ンターに連絡できます

赤外線で人の動きを感

知するもの。一定時間

動きがないと情報セン

ターへ連絡が入ります

24時間365日、看

護師、保健師などの

医療・福祉関係の有

資格者が対応します

協力員

救急・消防

緊急の際にあらかじめ登録された

人（協力員）が訪問して状況を確

認します（３名まで登録可能）

②電話で

状況を確認

⑤状況に応じて

出動要請

③駆けつけを

依頼

緊急と判断

した場合は

出動要請　

必要に応じて登録いただいた連絡員（ご親族など）へ連絡します

「杦
すぎ

ヶ谷を渡る八重桐と金太郎」
290×395㎝／特厚水彩紙に顔料／2024年
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▲  チケット販売・問い合わせ先 

▲

勝央町公民館　☎３８－１７５３

えーがん♥勝央写真館

～読者が撮る身近な写真をお届けします～
次は11月号です。皆さんの「実り
の・スポーツの・食欲の秋」などを
テーマにした写真を大募集！作品は広
報紙面で紹介します。テーマ以外でも
人・モノ・風景・ペットまで、ジャン
ルや撮影時期は問いませんので投稿を
お待ちしています！
問：総務部　☎38－3111

【投稿フォーム】

コウノトリも散歩

石生田んぼの真ん中でコウノトリ
がのんびりしています。今日も車
をゆっくり走らせて。

コムママ（石生）

豊作を祈って

北小の児童たちが稲刈りでわらを
束ねる縄作り「いいそ縄（な）い」
を体験しました！

北小コーディネーター（植月東）

動物も避暑地へ

この猛暑で鶏たちも日陰でぐった
りしています(^^;)

酉年の男（岡）

おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ

10月19日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

新鮮な農産物や特産加工品など各種ありますよ。

たくさんのご出店・ご来場をお待ちしています。

連絡先：ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

ファーマーズ朝市

開園時間　9：00〜17：00
電話番号　３８−１２３４

休 園 日　10／1・8・15・22・29
ホームページ　http://www.alis-nv.com

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

　だんだんと空が高く澄みわたり、さわやかな風
に秋の深まりを感じる季節となりました。ノース
ヴィレッジの木々も少しずつ色づきはじめ、散策
するだけでも心地よい時期です。
　園内のロードサイドマーケットでは、この季節
ならではの果物や野菜が並び、旬の味覚を気軽に
お楽しみいただけます。岡山特産のぶどうをはじ
め、秋の実りをその場で選べるのも、この時期な

らではの魅力です。
　また、ロッジや屋内キャンプでは、気候のいい
秋ならではの宿泊体験もおすすめ。お子さまから
大人まで、自然に囲まれて、のんびり過ごせる時
間をお楽しみください。
　秋のおでかけにぴったりのノースヴィレッジ
へ、ぜひ遊びにきてくださいね♪

《カフェme_meからのお知らせ》
　カフェに新メニューが登場しま
した。その名も『まぜるシェイ
ク』！
　味は「コーヒーゼリー」と「白
桃」の２種類。たっぷりソフトク
リームがのっていて、自分でぐる
ぐる混ぜながらシェイクにして楽
しめます。デザート感覚で味わえ
る、大人気の新メニューです。
　さらに今の時期だけの限定ス
イーツとして、『ブルーベリーソ
フト』もおすすめ！
　園内で収穫したブルーベリーをジャムにして、
ソフトクリームにたっぷりトッピング。甘酸っぱ
さとクリーミーさの相性が抜群で、リピーター続
出の一品です。
　ぜひカフェme_meで、秋のひとときにぴった
りなスイーツをお楽しみください（^　^ ♪

《乗馬体験と台湾かき氷》
　夏の日差しは少し和らいで
きましたが、まだまだ暑い日
が続いていますね。
　にんにんホーススクール
では、乗馬体験を平日5,000
円、土・日・祝日6,000円で
行っています。乗馬教室の会
員になると、１回大人4,000
円、 中 学 生 以 下3,000円 で
レッスンが受けることができ
ます。一度足を運んでみてく
ださい！
　また、乗馬以外にも「台湾かき氷」を販売して
います。普通のかき氷とは違い、氷自体がミルク
風味で少し甘く、とってもふわふわな食感です！
台湾かき氷の上にかける、ソースの味は全部で５
種類。イチゴ、ブルーベリー、キャラメル、抹
茶、チョコレートの中から１種類お選びいただけ
ます。乗馬の受付と同じ場所で１つ450円で販売
しています。
　馬に乗る前に食べて気分をリフレッシュさせる
のも良し、乗った後に食べてもヒンヤリおいしく
味わうことができます。一度食べると、もう一度
食べたくなる味でおススメです。スタッフが一つ
一つ丁寧に作らせていただきます！
　馬たちも皆さまのお越しをお待ちしています！

【問い合わせ先】
　にんにんホーススクール　☎38−7558

今月の

イチオシ
！

■SHOO SAXOPHONE FESTIVAL〔チケット好評発売中！〕
【内　容】日本クラシック音楽界をリードするサクソフォンカルテット３組をお招きし、コン

サートの前半はそれぞれの演奏、後半は３組合同でのサクソフォン十二重奏をお届
けします。12本のサクソフォンが奏でるクラシックの名曲の数々をお楽しみくだ
さい！

【日　時】11月30日（日）開場／13：30　開演／14：00
【入場料】一般　2,000円／高校生以下　1,000円
　　　　　※全席指定／当日券は500円UP／未就学児は入場できません。

Quartet SPIRITUS
（カルッテット スピリタス）

Quatuor B
（クワチュール ベー）

Urban Saxophone Quartet
（アーバン サクソフォン カルテット）

（ⒸJun-ichiro MATSUO） （ⒸJura Yasaki）
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カ
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コ
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浜
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よ
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盆
ま
つ
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に
並
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赤
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恵
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汁
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越
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良
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疲
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植
月
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つ
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勝
央
俳
句
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九
月
例
会
作
品
抄

◆詳細・問い合わせ先
　年金加入者ダイヤル（☎0570−003−004）
　津山年金事務所（☎31−2360）
　税務住民部年金担当（☎38−3116）

■町社会福祉協議会へ

◇福　吉　末菅　英人（亡父　裕義）

◇豊久田　有岡　良修（亡父　忠利）

◇河　原　石川　正弘（亡母　やす子）
　　河原１～４区にも

◇豊久田　佐桒しのぶ（亡母　洋子）
　　豊久田下老人クラブ豊親会にも

国
民
年
金

だ
よ
り

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

文 化 協 会 だ よ り

「
ス
ポ
ク
ラ
勝
央
」だ
よ
り
Vol.90

◆
子
ど
も
た
ち
を
運
動
好
き
に
す
る

教
室
◆

　

今
年
度
の
教
室
が
終
わ
り
ま
し
た
。

年
々
参
加
人
数
が
増
え
て
き
て
い
る
こ

と
が
嬉
し
い
で
す
。

　

例
年
は
低
学
年
が
中
心
で
す
が
、
今

年
度
は
１
年
生
～
６
年
生
ま
で
の
参
加

で
、
縦
の
つ
な
が
り
も
で
き
、
６
年
生

に
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
も
担
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
親
子

一
緒
に
運
動
を

す
る
機
会
を
つ

く
っ
て
い
く
こ

と
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ご
参
加
く
だ

さ
っ
た
親
子
の

皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◆
体
力
測
定
＆
講
演
会
・よ

ろ
ず
相
談
◆

　

今
回
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
健
康
に

気
を
配
っ
て
い
る
姿
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
「
歩
く
こ

と
の
大
切
さ
」「
正
し
い
姿
勢
」「
関
節

を
意
識
し
て
動
か
す
こ
と
」
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

体
力
測
定
を

終
え
る
と
「
前

回
よ
り
良
く

な
っ
た
」「
思
っ

た
よ
り
で
き

た
」
と
話
さ
れ

て
い
る
姿
を
見

て
、
前
向
き
な

気
持
や
自
信
に

つ
な
が
る
大
切

な
機
会
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り

は
特
別
な
こ
と

で
は
な
く
、
日
々
の
生
活
習
慣
の
積
み

重
ね
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
学

び
、
私
自
身
も
普
段
の
姿
勢
や
歩
き
、

毎
日
の
生
活
に
ち
ょ
っ
と
し
た
運
動
を

取
り
入
れ
、
今
か
ら
健
康
を
意
識
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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岡
本
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事
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第
４
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コ
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結
果
発
表

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果　
（
敬
称
略
）

　

今
回
は
、
全
国
か
ら
小
学
生
１
１
５
点
、

中
学
生
26
点
、
合
計
１
４
１
点
の
作
品
を
ご

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
賞
作
品
及
び
入

賞
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◆
小
学
生
の
部

【
特　

賞
】

「
お
ふ
ろ
や
さ
ん
」
若
狹　

早

　

（
愛
媛
大
学
教
育
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２
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Ｓ
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６
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Ｓ
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６
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５
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て
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２
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６
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潮
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６
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）

「
三
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」
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（
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山
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中
学
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３
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「
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」
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学
園
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「
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人
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」
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（
貞
静
学
園
中
学
校
２
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）
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（
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８
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３
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２
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入
賞
作
品
は
作
品
集
と
し
て
ま
と
め
、
10

月
中
旬
に
発
行
予
定
で
す
。
勝
央
美
術
文
学

館
に
て
配
布
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人

は
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　60歳以上65歳未満の人で、年金
の未納、未加入、免除期間のある人
は、国民年金に任意加入することが
できます。（納付月数は最大480月）
これにより、65歳以降に受け取る
老齢基礎年金を満額に近づけること
ができます。ただし、申出のあった
月からの加入となり、さかのぼって
加入することはできません。
★加入条件
　下記のすべてに当てはまる人
①日本国内に住所を有する60歳以上65歳未満の人
②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない人
③20歳以上60歳未満までの保険料の納付月数が

480月（40年）未満の人
④厚生年金保険、共済組合などに加入していない人
★補　足
　年金の受給資格期間を満たしていない65歳以上
70歳未満の人も加入できます。
　外国に居住する日本人で、20歳以上65歳未満の
人も加入できます。納付は原則、口座振替です。
★手続きに必要なもの
・年金手帳
・預（貯）金通帳および金融機関への届出印
★申請場所
　役場税務住民部国民年金担当窓口、または津山年
金事務所

国民年金
任意加入制度について

第55回勝央町文化祭
第18回勝央町生涯学習フェスティバル

＜展示の部＞
　11月１日㈯・２日㈰　９：00〜
　公民館・勝央美術文学館
＜芸能の部＞
　11月２日㈰　10：00〜
　勝央文化ホール
入場無料
お茶席　文化ホール　ロビー

９：00〜15：00（２日㈰のみ）
※お茶席は一服300円

〔テーマ〕

伝えて  繋ぐ  わが町の文化

▶問い合わせ先
　勝央町文化協会事務局（公民館内）
　☎３８−１７５３
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こ

　

朝
晩
と
過
ご
し
や
す
い
気
温
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
秋
は
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
で
広
報
担
当
と
し
て
は
、
ネ
タ
に

欠
か
な
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
な
る
べ
く

多
く
取
材
に
ま
わ
っ
て
、皆
さ
ま
に「
ま

ち
の
話
題
」
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

　

さ
て
、
９
ペ
ー
ジ
で
モ
ン
ゴ
ル
へ
の

訪
問
の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
は

私
も
事
務
局
と
し
て
同
行
し
ま
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
と
い
え
ば
ヤ
ギ
や
羊
、
馬
、

ラ
ク
ダ
な
ど
の
動
物
や
広
い
大
地
と
空

…
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。
た

し
か
に
そ
こ
は
イ
メ
ー
ジ
通
り
で
し

た
。
一
方
で
経
済
発
展
が
著
し
く
、
首

都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
は
、
多
く
の
観
光

客
や
車
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
身
の

危
険
を
感
じ
る
こ
と
も
な
く
治
安
は
良

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

カ
タ
コ
ト
の
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
苦
戦
し
つ
つ
、
文
化
や
景
色

の
違
い
に
驚
き
な
が
ら
、
大
変
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
以
前
の
自
分
よ
り
も
少
し
成
長
で

き
た
気
が
す
る
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
い
つ
も
と
は
違
っ
た
緊
張

感
の
中
で
、
自
分
な
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
面
接
官
の
方
々
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
気
づ
き
や
学
び

を
得
た
り
、
成
長
を
実
感
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

模
擬
面
接
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、

勝
央
町
役
場
の
皆
さ
ま
、
し
ょ
う
お
う

志
援
協
会
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
勝
間
田
高
校
は
、
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成

す
べ
く
、
地
域
と
共
に
子
ど
も
の
教
育

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

残
暑
が
厳
し
い
９
月
初
旬
、
古

吉
野
保
育
園
で
は
「
夏
祭
り
ご
っ

こ
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
主
体
と
な
り
、
夏
に
経
験

し
た
お
祭
り
を
廃
材
を
使
っ
て
再

現
し
て
遊
ぶ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
的

当
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
金
魚
す
く

い
。
屋
台
で
食
べ
た
焼
き
そ
ば
や

か
き
氷
な
ど
。「
ど
う
や
っ
た
ら

本
物
の
よ
う
に
見
え
る
か
な
？
」

と
保
育
士
や
友
だ
ち
と
相
談
し
な

が
ら
、
日
々
ア
イ
テ
ム
が
増
え
て

は
遊
び
、
増
え
て
は
改
良
し
て

の
繰
り
返
し
。
中
で
も
チ
ケ
ッ
ト

販
売
機
は
「
チ
ケ
ッ
ト
機
械
」
と

名
づ
け
、
大
き
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
を

く
り
抜
き
、
チ
ケ
ッ
ト
を
買
い
に

な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
面
接
後
の
生

徒
の
感
想
に
は
、「
最
初
は
緊
張
し
た

け
ど
、
少
し
ず
つ
話
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
新
し
い
気
づ
き
や
学
び
が
あ
り
、

自
分
に
足
り
な
い
部
分
が
分
か
っ
た
」

来
た
ら
中
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
が
出
て

く
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

保
育
者
が
「
こ
れ
を
作
ろ
う
！
」

「
こ
う
し
た
ら
上
手
く
作
れ
る
の

で
は
？
」
な
ど
と
答
え
や
ヒ
ン
ト

を
出
す
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

で
試
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
中
で

困
っ
た
時
に
は
友
だ
ち
が
ヒ
ン
ト

を
く
れ
た
り
、
一
緒
に
考
え
た
り

し
な
が
ら
遊
び
を
進
め
る
姿
が
見

ら
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
は
、
ゴ

ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
よ

う
な
廃
材
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
宝
の
山
。
今
日
も
「
こ
の
箱

で
何
を
作
ろ
う
か
な
？
」
子
ど
も

達
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
い
っ
ぱ
い
詰

ま
っ
た
遊
び
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

８
月
28
日
、
勝
間
田
高
校
に
お

い
て
、
就
職
・
進
学
試
験
を
控
え

た
３
年
生
を
対
象
に
、
模
擬
面
接

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
模
擬

面
接
で
は
、
勝
央
町
役
場
職
員
と

し
ょ
う
お
う
志
援
協
会
の
方
々
に

面
接
官
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

普
段
の
面
接
指
導
で
は
、
教
職

員
が
面
接
官
を
担
当
し
て
い
ま
す

が
、
普
段
と
は
異
な
り
外
部
の
方

に
面
接
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
生
徒
に
と
っ
て
と
て
も
貴
重

模擬面接のようす

的当て遊びを楽しむ子どもたち

幼児期の
子どもたち

　これからの社会を担う子どもた
ち。そんな子どもたち、特に幼児期
の子どもたちがどんな時期にあるの
かを、いま一度、見つめてみません
か。
①習慣…毎日の生活の中で繰り返さ

れる行動が習慣となって身につ

く時期

②成長…身長や体重だけでなく未発

達で生まれた部分も成長する時

期

③可能性…どんなことにも興味を示

す無限大の可能性を秘めている

時期

④発達…能力や機能など人間らしい

言動の基礎となる発達が促され

る時期

※総務省『上手にネットと付き合お
う』安心・安全なインターネッ
ト利用ガイドより

　二度と戻らない大切な時期です。
それぞれの家庭で、子どものために
できる工夫をしてみましょう。

（教育委員会）

24

人口

世帯数

と

令和７年９月１日現在

人　口　10,655人
（−４）

　　　　男　5,149人
　　　　女　5,506人

世帯数　4,807世帯
（＋２）

※（　）内は前月比


